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クリスティン・アイダ
本
ほん

当
とう

にあったお話
はなし

をもとに書
か

かれました。

「いのりながらみ言
こと

葉
ば

読
よ

むときに，心
こころ

の中
なか

に温
あたた

かいみたまがあふれる」（『子
こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』109）

ジョーダンは，もう1 年
ねん

以
い

上
じょう

お姉
ねえ

さんのキルシと会
あ

っていません
でした。それは永

えい

遠
えん

のように思
おも

えま
した。お姉

ねえ

さんはもうすぐ，手
しゅ

術
じゅつ

を受
う

けるために伝
でん

道
どう

から家
いえ

にもどって来
き

ます。ジョーダンは，キルシが病
びょう

気
き

な
のは悲

かな

しかったものの，また一
いっ

緒
しょ

にい
られるのがうれしくてたまりません。
次
つぎ

の日
ひ

，ジョーダンが学
がっ

校
こう

から家
いえ

ジョーダンの聖
せ い

文
ぶ ん

研
け ん

究
き ゅ う

仲
な か

間
ま

に帰
かえ

ると，キルシはソファにすわって
いました。ジョーダンは，かけよって
キルシをだきしめました。
「ひさしぶりね，ジョーダン。会

あ

いた
かったわ。」キルシが言

い

いました。
ジョーダンはにっこりしました。

「ぼくも，会
あ

いたかったよ。病
びょう

気
き

に
なっちゃって残

ざん

念
ねん

だね。」
「ありがとう，ジョーダン。」キルシ
は言

い

いました。キルシは，ひざの上
うえ

に
モルモン書

しょ

をかかえていました。
「一

いっ

緒
しょ

に読
よ

んでいいかな。」ジョー
ダンは聞

き

きました。
「自

じ

分
ぶん

のモルモン書
しょ

を持
も

って来
き

たら。

イ
ラ
ス
ト
／
マ
ー
ク
・
ロ
ビ
ソ
ン

一
いっ

緒
しょ

に最
さい

初
しょ

から読
よ

み始
はじ

められるわ。」
ジョーダンは急

いそ

いで自
じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

に行
い

き，自
じ

分
ぶん

のモルモン書
しょ

を手
て

にしました。
「持

も

って来
き

たよ。」急
いそ

いで戻
もど

って来
き

た
ジョーダンは大

おお

きな声
こえ

で言
い

いました。
そして，キルシのとなりにすわりました。
二
ふた り

人は，とびらのページを開
ひら

きまし
た。「モルモン書

しょ

―イエス・キリスト
についてのもう一

ひと

つのあかし」とジョー
ダンは読みました。二

ふたり

人は順
じゅん

番
ばん

に読
よ

み
進
すす

めました。
「伝

でん

道
どう

中
ちゅう

はね，毎
まい

日
にち

同
どう

僚
りょう

と聖
せい

文
ぶん

を研
けん

究
きゅう

したの」とキルシが言
い

いました。そし
て「伝

でん

道
どう

にもどるまでの間
あいだ

，わたしの聖
せい
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こ
ど
も

イ
ラ
ス
ト
／
マ
ー
ク
・
ロ
ビ
ソ
ン

ジョーダンは，もうキルシの聖
せい

文
ぶん

研
けん

究
きゅう

仲
なか

間
ま

でいられなく
なってしまったことが，残

ざん

念
ねん

でならなかったのです。 
でも，すばらしいアイデアがひらめきました。

文
ぶん

研
けん

究
きゅう

仲
なか

間
ま

になってくれないかし
ら。」とたずねました。

ジョーダンは「いいよ」と答
こた

えました。
数
すう

日
じつ

後
ご

，キルシは手
しゅ

術
じゅつ

を受
う

けまし
た。キルシは，退

たい

院
いん

して家
いえ

に帰
かえ

り，
2 ，3 週

しゅう

間
かん

休
やす

んで病
びょう

気
き

が治
なお

るのを待
ま

ちました。キルシとジョーダンは，毎
まい

日
にち

一
いっ

緒
しょ

にモルモン書
しょ

を研
けん

究
きゅう

しました。
伝
でん

道
どう

地
ち

にもどる前
まえ

，キルシはこう言
い

いました。「ジョーダン，バプテスマ
を受

う

ける前
まえ

に，モルモン書
しょ

を全
ぜん

部
ぶ

読
よ

み終
お

えるようにあなたにチャレンジし
たいと思

おも

うの。」
ジョーダンはそれについて考

かんが

えまし
た。 8 才

さい

の誕
たん

生
じょう

日
び

まで，もう2 ，3 か
月
げつ

しかありません。たくさん読
よ

まなけ
ればなりませんが，ジョーダンはやり
たいと 思

おも

いました。「いいよ」と，
ジョーダンは答

こた

えました。
「読

よ

むときに，おいのりして，それが
真
しん

実
じつ

かどうか聞
き

いてみてくれるかし
ら。」キルシはジョーダンにそう聞

き

い
てから，言

い

いました。「モロナイは，わ

たしたちがそうするな
ら，それが真

しん

実
じつ

だとせ
いれいが教

おし

えてくださ
ると約

やく

束
そく

しているわ。」
「分

わ

かった」とジョー
ダンは言

い

いました。
キルシが 伝

でん

道
どう

地
ち

に
帰
かえ

るまでの間
あいだ

，二
ふ た り

人は
一
いっ

緒
しょ

にニーファイ第
だい

二
に

書
しょ

まで読
よ

み進
すす

めました。
ジョーダンは，キル

シが行
い

ってしまって，と
てもさみしくなりまし

た。特
とく

に，キルシの聖
せい

文
ぶん

研
けん

究
きゅう

仲
なか

間
ま

で
いられなくなってしまったことが，残

ざん

念
ねん

でならなかったのです。でも，すば
らしいアイデアがひらめきました。

ジョーダンは，次
つぎ

の日
ひ

学
がっ

校
こう

で，親
しん

友
ゆう

のジェークのつくえのところに歩
ある

いて
行
い

きました。
「バプテスマを受

う

けるまでに，モル
モン書

しょ

を全
ぜん

部
ぶ

読
よ

むつもりなんだ。ぼ
くたち二

ふ た り

人とも同
おな

じ日
ひ

にバプテスマ
を受

う

けるから，一
いっ

緒
しょ

にやらないかい」
とジョーダンは聞

き

きました。
「いいよ。ぼく，まだモ

ルモン書
しょ

を全
ぜん

部
ぶ

読
よ

んだこ
とがないんだ」とジェーク
が言

い

いました。
毎
まい

日
にち

学
がっ

校
こう

で，二
ふ た り

人はお
たがいに同

おな

じ質
しつ

問
もん

を聞
き

き
ました。
「どこまで読

よ

んだ？」
「ヤコブ書

しょ

の終
お

わりまで
だよ。君

きみ

はどこまで読
よ

ん
だ？」

少
すこ

しして，もう質
しつ

問
もん

する必
ひつ

要
よう

がなく
なり，ただ顔

かお

を見
み

合
あ

わせるだけで，言
い

いたいことが分
わ

かるようになりました。
「ちょうどバプテスマに間

ま

に合
あ

うよ
うに，読

よ

み終
お

わると思
おも

うよ」とジョー
ダンが言

い

いました。
ついに，かれらのバプテスマの日

ひ

が
来
き

ました。
「昨

き の う

日，終
お

わったよ」と，ジョーダン
はささやきました。
「ぼくもさ。」ジェークは言

い

いました。
「それに，それが本

ほん

当
とう

かどうか知
し

るた
めにいのったら，すっごく温

あたた

かくて幸
しあわ

せな気
き

持
も

ちがしたよ。」
ジョーダンはにっこりしました。「ぼ

くもだよ。いのったとき，すごく幸
しあわ

せ
な気

き

持
も

ちがしたんだ。」キルシがチャ
レンジしてくれて本

ほん

当
とう

に感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ち
でいっぱいでした。今

いま

，ジョーダンは，
自
じ

分
ぶん

のあかしをきずいています。■
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

バージ
ニア州

しゅう

に住
す

んでいます。
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